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シヨツクによる家兎脂血症

明澄作用に関する研究
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 近年老化現象の重要な一つとして動脈硬化症に

関しては，脂質代謝の面から盛んに研究されてい

る。特に人の動脈硬化症に極く類似した病変を作

るのに成功した，Anitschkow 8）のコレステロー

ル（以下chol．と略す）飼育によるウサギ実験的

動脈硬化症に関する研究発表も霧しい。先に簑島

教授が指導された，北大第一生理学教室の研究題

目の一つ「老化の生理と予防に関する研究」とし

て多くの業蹟が発表されている1）～7）。

 1916年Howe11のもとでMcLean g）～10）が犬

の肝臓より抽出した血液抗凝固性物質であるヘパ

リンが抗脂血性を有することはHahn ii）により発

見され，ヘパリンをin vitroで脂血症血清に加え

ても，それが充分抗凝固作用を示す：量にも拘らず

明澄作用はみられないが，AndersonとFawcett
ユ2）はヘパリン静注後の血漿はin vitroで脂．血症血

清を明澄化すると発表して以来，いわゆる明澄因

子は組織中の一種の酵素1ipoprotein lipaseと見

徹されている。このようなヘパリンは生体内の肥

脾細胞の顯粒のメタクロマジー物質であることを

発見したのは，HolmgrenとWilandeTi5）らであ

る。その後現在疑問視されてはいるが21、，Jorpes

14）により組織肥脾細胞数とv’）・リパリン：量はよく一

致することを認めた。1953年に至りRiley 15）～19）

はヘパリンは顯粒中にヒスタミンと結合した状態

に存在することを主張し最近ではAsboe－Hansen

20）～22）によれば，肥脾細胞には酸性多糖類である

ピアルロン酸の特性があるといい，Benditt 22）ら

はセPtトニンの産生に関与すると述べている。本

細胞の機能と動脈硬化症の野晒について一層関心

が持たれるようになってきた。

 肥絆細胞は1877年月一ルリツヒ24）により野冊

組織中にトルイジン青，または他の塩基性色素に

対して異染色性の顯粒を有する細胞として発見さ

れた。組織当月牛細胞は胎生期の後期に既に認めら

れるが，その発生については末だ充分明きらかで

はない。成長期には結締織原細胞から由来すると

もいわれている22）。普通毛細血管細網，血管外

層，上皮，漿液および滑液膜下あるいは類似の組

織中に存在し，年令，周囲の組織構造あるいは水

分含有量などに影響され，種々な形，大ききがみら

れる。人聞を含めた凡ての下等，高等脊椎動物に

広く分布し，その分布状態は種属特有である16）。

他方血液中の塩基性白血球はエールリッヒにより

血液三下細胞と呼ばれ，骨髄，脾臓など造血器官

から造られ，例えば魚類は特に組織肥脾細胞は多

く，猫，マウス，ラッチなども同様であるが，こ

れに対しウサギは』並液肥月将田胞が非常に多いこと

は特色である。下等動物では血液肥絆細胞は組織

肥腓細胞に移行するともいはれており22），．血液肥

腓細胞と組織肥絆細胞との同一性についてはなお

異論の存在するところであるが，しかし一血液肥絆

細胞中にもヘパリンが含まれていることは認めら

れている25）26）。Code 21）はウサギの血液：ヒスタミ

ンの多いのは血液肥験細胞が多いからかもしれな
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いといっている。Wilander，85）， Mac Intosh＆

Paton，28）85）， Rocha e Silva，51）85）Jaques85．’お

よびQuivy ’J2）らにより，犬にペプトンあろいは

他のヒスタミン遊離物質を静注した場合，または

アナフィラキシーショックの階緬醸非凝固性に

なるのはこの動物のショック臓器である肝臓から

ヒスタミンと同時に多量のヘパリンが』血液中に遊

離するためだとされ，該肝臓が肥腔細胞に富むの

と関聯するものと考えられた。Rileyユ7）は螢光性

のヒスタミン遊離物質（h豆stamin libaretor：：

stilbamidineまたは2H：ydroxystilbamidine）

をラットに静注すると，肥腓細胞の崩壊すること

を認めた。Fawcett 55）は同様にネズミに化学物

質Compound 4 B／80の腹腔内注射により腸間膜

組堅甲肥絆細胞から顯粒の放出とヒスタミン游出

とが平行することをみた。本邦においては山崎54）

門下の河本55）はラットの皮下組織昇降細胞が塩酸

シノメニンの静注で崩壊することを生体染色で観

察している。最近Riley＆West i8）は種々な組織

中のヒスタミン含有量と肥脾細胞の間に正の相関

々係を認めている。最：近またH6gberg＆Uvn：9s

29）sa）はcompound 4 s／8。の即時細胞崩壊機序に

ついて酵素説を発表し，本細胞の細胞膜の透過性

を重要視している。このような知見から罪種動物

のヒスタミン遊離に際しても同様なことが推論し

うると考えられる。以上のごどきヒスタミン以

外，コロイドシヨツクの際には，真崎56はA．T．

P．（adenosine triphosphate）の遊i離，あるいは

1｛umphrey＆Jacques 58），渋沢40）， Waalkes

＆Weissbach 59）らはセロトニンの血小板よりの

遊離，また中村57）のアセチールコリンの遊離など

シヨツク時1血流中に種々な活性物質の遊離するこ

とは勿論費えられるのである。

 一般にヒスタミン遊離i物質の投与の際にはいわ

ゆるショック臓器は，薬物の種類または動物の種

類により非常に異るのである56）。モルモットにわ

ける肺，犬における肺，および肝臓特にウサギに

おいては肺および右心のごとくである。ヒスタミ

ンは血小板にも多：量にあり，シヨツクの際にはdi1

小板と共に臓器組織の肥腓細胞が関与するものと

呪えられている56）。このようにシヨツクの際に肥

絆細胞が崩壊し，血流中に放出された内因性ヘパ

リンにより賦活された明澄た因子のために，脂血

症明澄作用が惹起されることは当然予想されるこ

とである。Levy， Swank，41）， Havel， Boyle42）お

よびWorley， LeQuire葱らは，犬において，シ

ヨツクの際の脂血症明澄作用を認めているが，な

お充分解決されたとはいえないuウサギにおいて

はほとんど末解決の状態である。

 著者はウサギのcho1．投与による実験的脂一血症

を惹起し，まtrかつペプトンシヨツクによる明澄

作用の変動について実験し，新知見を得たのでそ

の成績を報告し，内因性ヘパリンの意義を述べ，

あはせて他の研究者の成績と比較検討を試みよう

と思う。

        実験方法

1． 実験動物には体重3kg内外健康成熟ウサギを使

用した。

2． シヨツク前食餌と共に5艮乃至10日間コレステ

 n．一一？レ（chol．）を第1日4gr，第2日 3 gr，第3日に

 3gr，第4日に2gr，第5日に2gr投与し，ウサギに

よっては充分脂血症を呈しない時にはなお追加投与

し，脂血症を起すようにした。

3． ベプ〉ンシヨヅク

 （1）ペプbンショツクに供用したペプトンはDifco

 ペプbンである。

 （2）20％ペプ｝ン溶液をウサギの体重：1kg当り3

－5mIを耳静脈内に注射しペプ｝ンシヨツクを惹起

せしめた。特に4m1を多く用いた。ペプ〉ン溶液を

静注するとウサギは耳動静脈は蒼白となり，急に元気

がなくなり，呼吸は速くなり，体温は降下し，著明な

 シヨツク症状を呈する。早いのは10分位，遅いのは1

時間足らずで回復しアこ。

 （3）採血は主に耳静脈より行った。先ずchoL投与

前の正常血液を採る。次にcho1．投与後の血液を採り，

 シヨツク前とした。ベプ｝ンシヨツク惹起後，30分，

 1時間，2時間，24時間と採血した。

 （4）各採血時には硫酸銅法により，血液比重を測定

 した。

 （5）各採血時には黒田44）氏ガラス毛細管微量定量法

により，血液水分鷺を測定した。

 （6）各時間に採』嘱した血液は，30分室温放置後，30

分，3000廻転により遠心分離し，血清を採った。

 （7）各血清の一部を蒸溜水により25倍稀釈した。

 〔3）各稀釈血清を日立光電比色計（波長430mμ）

で比濁し，一log T，すなわちoptical densityを求め

 た。ただしTはtransmissionを表わす。

 ⑨ 各血清の残余を濾紙電気泳動法により，血清蛋

白，血清脂質を定量した。すなわち

  ①小林式濾紙電気泳動器を使用した。覆紙は東
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洋濾紙No．51，緩衝液はベロナー7レ緩衝液（pH 8．6μ

＝・O． 05），泳動時間5～6時間，その他の条件は小林45）

および電気泳動研究会濾紙電気泳動標準操作法46）（昭

和32年）に準じた。

  ② 桑色法は蛋自染色には bromphenol blue

（B．P．B．），脂肪染色にはSudan black Bを使用した。

  ③定量法には小林式デンシノメータ．を用い，濃度

曲線を求め，これから面積比率測定法を用い，口分屑

の百分率を求めた。

4． ヒスタミンシヨツク｝こは0．1％uスタミン溶液

per kg O。3mlを耳静脈内に注射して，ヒスタミンシ

ョックを惹起せしめた。その他の操作は上記ペプトン

シヨツク時と同様に行った。

5． ベプトンシヨツク時における硫酸プ・タミンの中

和試験は，0．2％硫酸プロタミン溶液をペプトン溶液

per kg O．2～0．4 mlを，ペプbン溶液注射後15分に

して注射し，その後は上記ペプトンシヨツク時と同様

の操作を行った。

6．抗ヒスタミン剤の影響は，ショック前5分に抗ヒ

スタミン剤，塩酸ジフェンヒドラミン（商品名：ベナ

注）7～30静注後，ペプトン溶液を静注し，上記と同

様optical densityを求めた。

        実験成績

〔実験1〕 ペプトンシヨツク時における時間的

 変動

 1．血清のoptical densityの変動

 表1はウサギの正常血清，chol．投与後の脂．血

症1血浩，およびペプトンシヨツク後％時間，1時

間，2時間，24時間の血清の一10gT値，すなは

ちoptical densityの値，およびペフ。トン注射量

を列記した。ウサギ番号・13より28までは脂．血症

ウサギである。No．24，25，30は正常ウサギの例

で各ウサギにおけるペプトンシヨツクによる血清

のoptical densityの成績である。正常血清は

cho1．投与により，各例ともoptical densityは

増加，すなはち混濁は強くなっている。シヨツク

後％時聞では14例中optical densityの減少，

すなはち明澄化したもの5．例，混濁したもの7

例，測定不能2例，1時間では，14例中8例明澄

化し，4例混濁し，1例測定不能，1例不変であ

り，2時聞では13例中ほとんど全例明澄化し，24

時間では12例中，6例明澄化し，6例混濁す。正

常ウサギにおいては各例共各時間においてほとん

ど混濁す。シヨツク前の脂一血症血清のoptical

density，シヨツク後のoptical densityの差の

増．虚したもの，すなはち混濁したものを（一）で

表1 ペプ〉ンシヨツクによるウサギ実験脂血症血清の

  Optical densityの成績 ←log T）

・墨
13
14
15
16
17
18
19
2e
21
22
23
26
27
28

正  常 シヨツク
 前

1。。ヅク後

  ％o

O． 020

0． 025

0． 030

0． 015

0． 025

0． 015

0． 013

0． 015

0． 018

0． 030

0． 015 ’

O． 013

24×
25×
30X

O． OIO

O． 022

0． 020

O． 148

0． 103

0． 240

0． 075

0． 045

0． 110

0． 380

0． 315

0． 280

0． 570

0． 070

0． 125

0． 075

0． 030

O． 160

0． 108

0． 062

0． 092

0． les

O． 385

0． 330

0． 282

0． 530

0． 093

0． 120

0． 068

O． 015

0． 035

ク

lo
I1

2e
グ

240

O． 150

0． 090

0． 220

0． 060

0． 045

0． 108

0． 375

0． 270

0． 275

0． 060

0． 140

0． 080

0． 038

O． 125

0． 088

0． 140

0． 078

0． 040

0． 090

0． 335

0． 290

0． 255

0． 060

0． 120

0． 060

0． 028

死

O． 130

0． 160

0． 078

0． 035

0． 150

0． 400

0． 270

0． 310

0． 045

0． 110

0． 098

0． 033

tse v〉ン
注射電gfkg

O． 8

0．8

0． 8

0．8

0．8

0． 8

0． 8

0． 8

0．8

0． 8

1． 0

1． 0

1． 0

1． 0

O． 015

0． 015

0． 070

O． OIO

O． 025

0． 023

O． 023

0． OIO

O． 020

O．8

0． 9

1． 0

（註 ※印は正常ウサギ No．15，3。は0．195）
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表2 ペプ〉ンシヨヅクによるウサギ実験脂血

  症血清のoptical densityの変動

               （一log T）

嘩劃謬ク同
13（A）

14（B）

15（C）

16（D）

17（E）

18（F）

19（G）

20（H）

21（1）

22（ J ）

23（K）

26（L）

27（M）

28（N）

一〇． 012

－O． 005

O． 013

－O． 047

0． 002

－O． 005

－O． 015

－o． oe2

0． 040

－O． 023

0． 005

0． 007

一〇． 002

0． 013

0． 020

0． 015

0． ooo

O． 002

0． 005

0． 045

0． 005

O． OIO

－O． 015 1

－O． 005

－O． 008 1

グ

2り

O． 023

0． 015

0． 100

－O． 003

0． 005

0． 020

0． 045

0． 025

0． 025

O． OIO

O． 005

0． 015

0． 002

辮：潔1膳
30（7

刀f

@） 1 一 1 一〇． oos l

o． ooo

－O． 003

－O． 003

ク

24n

一〇． 027 L

O． 080

－O． 003 l

O． OIO

－O． 040

－O． 002

O． 045

0． 030

O． 025

0． 015

－O． 025 1

－O． 003 ！

一〇． 013

0． OIO

o． ooo

（言主 ＊正常ウサギ No．15，3，00．045）

表はし，減少したもの，すなはち明澄化したもの

を（十）で表はし，optical densityの変動を一

括したのが表2である。これを図示すると図1の

ごとくになる。これよりみるとシヨツク後1時間

より漸次明澄化Uzシヨツク後2時間において各

例とも一様に明澄化していることが特長である。

他の時間では一定していない。

 ペプトン注射量とoptical densityの関係をみ

ると表3，図2のごとく，per k露0，8grのペプ

トン注射量が最も良い成績を示している。

 2．血液比重の変動

 正常ウサギ，脂血症後のウサギ血液，および各

シヨツク後の血液比重の成績を一括したのが表4

である。正常ウサギ血液がcho1．投与により脂血

症を惹起した場合には，12例中7例減少し，3例

は増加，2例不変で血液比重では減少例が多くな

っている。シヨツク前に比し，シヨツク後Y2時間

では14例中5例減少し，8例不変で，1例増加

し，1時間では13例中7例減少し，5例不変で，

1例増加した，2時間では13例，全例共減少し

た。24時間では12例中，8例滅少し，3例不変

O，10

O．08：1．

O，06．

o，04’

O，02

o．oo

一〇，02

一〇，04

一一 Z，06

’

n

H

c

D

K

g

G

野

胴

ド

轟ロ

。一

c

H

：

K

憂
o

E
E，P

K

E

Y20

LOI

eN

L

le

．o，

20
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o

曽

F’
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図 1
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表3 ペプトン注射量とOptical densityの関係

ペプ ト ン
1注射量（gr）

O． 4（A）

O． 6（B）

O． 8（C）

O． 8（D）

1． 0（E）

！0（F）

シヨツク   〃
後 ％0  1。

O． 002

O． 008

一〇． 005

一〇． 015

一〇． 023

O． 005

一〇． 028

一〇． 027

O． 013

O． 045

O． OIO

一〇． 015

1／

20
グ

240

O． 008

O． 007

O． 015

O． 025

O． OIO

O． 005

一〇． 030

一〇． 060

一〇． 027

O． 045

O． 025

O． 015

      （20％ Difcoペプbン水）

で，1例増’加した。すなはちシヨツク後1時間よ

り血液比重は漸次減少し，2時間では全例減少し

た。正常ウサギにおいてもシヨツク後血液比重は

脂血症ウサギの時と同様に時聞的に減少を示して

いる。

 3．1血液水分量の変動

 正常ウサギ，脂血症後のウサギ血液および各シ

ヨツク後の血液水分量を一括したのが表5であ

る。正常ウサギ血液水分量は，chol．投与により

脂血症を惹起した場合には，ユ0例中8例は水分量

表4 ペプ〉ンシヨツクによる実験

  脂血症ウサギ血液比重の変動

＼時
ウ＼間

罷＼

13
1 i，

lg

lg

；g

 21

正常

1 ？？

i 23

 26

 27

 28
「㎝ @  →を

 24

 25

 30

1 060

1． 061

1． 062

1． 0525

1． 056

il． 054

i
ll． 052s

F・9i？s

1． 0521ilgg：

T

シヨツ
ク

前

1． 053

1． 0525

1． 062

1． 0615

1． 0525

1． 0525

1． 0525

1． 0525

1． 049

1． 050

1． 049 i

シヨツ
ク

後％。

1． 050

1． 0525

1． 062

1． 060

1． 5025

1． 0525

1． 0525

1． 0525

1． 047 1

｝・ 9tft？i

ク

lo

1． 0495

1． 0525

1． 062

1． 059

1． 0525

1． 0525

1． 0525

1． 052

1． 0475

1． 04851 1． 047

1． 050 1 1． 050 1． 0485

t1

2e

1：躊

Iigg95

1：欝

1：評

1噸9465

1・9195i

l． 047 i

  a

t1

240

i1・・47 11・04gi1・049

         ミ
11・05叩・053｝ユ・055

二1・．・52

一 11． Os2

1． 0525

1． 0605

1． 057

1． 0525

1， 052 1

1． 0525i

  I
1． 052

  f
1． 0465i

ユ。052

，1． 052

1． 0535

、．。4851、．。465、．。47、

   
1・OS8 1 1・ 05051 1・ 05051

rm i

i． 046sl

II64SUi

  j

1． 051

1． 0525

1．0535 1．0545

1．05051i 1．049

1．05051 1．050

1． 051 1 1． 049

（＊印正常ウサギ）
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表5 ペプトンショックによる実験脂血症

  ウサギ血液水分量の変動

1三間正常∵

13

14

16

17

20

21

22

23

26

27

28

84． 21

82． 71

81． 40

85． 08

72． 21

82． 43

78． 94

78． 96

78． 20

79． 95

81． 40

79． 51

78， 98

80．62 81．54 ・

81、46 81．01

83．13 82．79

      82・ 14 、79・421

シヨツ
ク

後％0

81． 28

76． 79

74． 32

79． 11

81． 51

80． 85

79． 88

83． 58

81． 12

80． 72

tl

le

24

25

30

：，il ：2 i8iLss

旨79・90 i －

1      ！

81． 87

73． 02

！ 78． 98

84． 57

82． 48

77． 91

81． 92

82． 49

81． 80

83． 17

i 80． 86

旨80，36

80． 02

81． 91

81． 99

78． 17

t1

20

78． 47

84． 13

82． 96

81． 02

83． 70

82． 42，

83． 57

81． 79

82． 34，

81． 61

82． 63

82． 47

80． 55

tf

240

79． 95

83． 57

82． 22

83． 03

81． 87

83． 55

83． 23

81． 33

80． 88

82． 87

82． 87

80． 65

（＊印 正常ウサギ）

は減少し，2例は増加，水分量は減少の傾向あ

り，ショック前に比し，各シヨツクによる水分量

の変動は，シヨツク後Y2時間においては，10例

中，6例は増加し，4例は減少している。1時間

においては，10例中，7例は増加し，3例は減少

した。2時間においては，10例中全例増加した。

24時間では9一中，8例増加し，1例僅かに減少
した。すなはちシヨツク後ユ時間より漸次血液水

分量は増加し，2時聞においては全例増加した。

正常ウサギにおいても同様シヨツク後漸次水分量

は増力口した。

 4．回暦電気泳動図

 正常ウサギ血清，脂血症後ウサギ血清，および

各シヨツク後の血清の直紙電気泳動による蛋白弓

隠，および各分屑血清脂質の消長は表6，表7の

ごとくである。

 蛋白分画においては，cho1．投与により血清ア

ルブミンの減少例は多い。βグロブリンは14例中

表6 ペプ＞yシヨツクによるウサギ実験脂血症血清蛋白の濾紙電気泳動的消長 （％）

 ウサギ
 番号1一一

1
i No．

13

No．

14

No．

15

No．

16

時 間

正    常
シヨツク 前
シヨヅク後％。

  le
  20

正    常
シヨツク 前
シヨツク後％。

  lo
  20
  240

正    常
シヨツク 前
シヨツク後1。

  20
  3e
  240

正    常
シヨツク 前
シヨツク後％。

  lo
  20
  240

A1

65． 02

51． 01

57． 08

48． 00

56． 89

65． 48

56． 86，

55． 68

57． os

57． 36

61． 84

・62． 00

67． 39

63． 18

61． 56

59． 63

62． 25

68． 39

53． 54

48． 22

60． 98

63． 04

60． 20

a1

6． 23

7． 95

7． 38

8． 39

7． 24

4． 54

5． 14

5． 94

7． 03

6． 99

5． 88

6． 11

4． 51

6． 69

6． 77

a2

7． 97

6． 54

6． 60

9． 68

6． 54

i9
r）， AIG B／a

9． 04

16． 51

12． 25

13． 41

10． 60

4． 79 ［

4． 98

7． 08

4． 89

5． 63

5． 80

・ 6． 64

4． 86

4． 52

5． 28

12． 69

5． 30 1 8． 32

3． 63

7． 22

8． 99

4． 10

4． 48

5． 97

7． 45

4． 70

7． 23

9． 48

8． 27

7． 86

8． 08

13． 12

11． 96

11． 38

12． 50

10． 67

9． 34

11． 70

11． 16

11． 77

12． 06

12． 72

6． 75

16． 81

12． 17

11． 74

11． 28

13． 46

11． 71

17． 96

16．68

20． 32

18． 74

17． 08

19． 91

19． 32

19． 57

17． 49

15． 77

15． 90

11． 55

14． 42

14． 6e

15． 59

11． 51

13． 65

17． 69

23． 34

13． 68

12． 90

12． 49

1． 859

1． 042

1． 386

0． 923

1． 320

1． 898

1． 318

1． 257

1． 331

1． 346

1． 621

1． 632

2 ・067

1． 717

1． 060

1． 478

1． 649

2． 158

1． 153

0． 932

1． 563

1． 706

1． 513

O． 636

1． 139

0． 876

0． 735

0． 772

O． 865

1． 299

0． 918

0． 954

0． 990

0． 912

O． 734

1． 252

0． 995

0． 978

0． 950

0． 942

O． 609

1． 410

0． 750

0． 865

0． 885

0． 974

．．一672一
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No．

17

t

正     常

シヨツク 前
シヨツク後麺。
     lo

     20

    240

      1

      1

N．． 1

18

正     常
           ハムシ ヨ ツ ク  剛

シヨツク後％。

     1。

     2。

    24。

65． 80

45． 07

46． 97

51． 24

50． 19

49． 14

62． 84

65． 34

53． 80

69． 76

62． 85

58． 22

No．

19

正     常

ショック 前
シヨツク後％o
     le

     20

    24e

57． 88

62． 44

57． 24

53． 01

58． 19

49． 44

9．44「6．頭

   24． 24

    9． 35

   16． 70

   16． 14

   16． 76

gg2

1：1劉

1：麓

6． 22

6． 65

7． 61

6． 37

7． 85

7． 87

9． 85

10． 75

12． 65

12． 19

11． 57

11． 47

12． 99

24． 24

21． 90

21． 84

22． 04

19． 30

6． 67

9． 19

11． 22

8． 17

9． 10

10． 54

6． 50

12． 27

12． 76

10． 20

11． 53

14． 78

17． 85

12． 86

19． Q3

9． 23

13． 66

17． 26

1． g24 1 o． s2s

O． 821 1 1． 258

1． 129 F 1． 194

1． Q51 1 1． 265

1． 008 1 1． 367

0．966 11・ 1．150

      j

1． 692

1． 885

1． 165

2． 308

1． 692

1． 394

O． 529

0． 730

0． 7e4

0． 638

0． 637

0． 755

No．

9． 33

10． 38

10． 39

10． 69

10． 45

15． 11

22． 92

16． 41

19． 70

23． 12

19． 77

23． 97

1． 350

1． 663

1． 339

1． 126

1． 392

0． 978

20

正     常

シヨツク 前
シヨツク後％。
     lo

     20

    240

66． 59

66． 65

68． 97

65． 27

63． 21

64． 06

4． 14

4． 53

5． 91

6． 59

7． 37

6． 50

6． 01

2． 94

4． 44

与．42

5． 20

5． 97

7． 39

10． 36

7． 65

9． 59

10． 14

8． 86

14． 84

15． 33

13． 01

13． 11

14． 05

14． 59

2． 09

2． 00

2． 22

1． 87

1． 71

1． 78

O． 947

0． 965

0． 821

0． 956

0． 903

1． 318

No．

正     常
           エロシ ヨ ツ ク  削

シヨツク後％。

     1。

     20

    24Q

61． 70

51． 18

50． 04

58． 36

49． 76

49． 65

8． 07

8． 37

5． 99

7． 08

Z 60

T2． 02

7． 20

7． 42

7． 41

6． 03

7． 08

12． 04

15． 37

14． 22

13． 24

11． 47

17． 29

14． 21

18． 16

19． 93

14． 97

25． 64

18． 30

O． 72

1． 41

0． 73

0． 79

0． 80

0． 71

21

1． 61

1． 04

1． 01

1． 40

0． 99

0． 98

1． 00

1． 00

0． 90

0． 98

0． 87

1． 17

No．

22

［正 ’

  シ ヨ ツ

  シヨツク

   常

ク 前

後％。

63． 65

53． 09

59． 91・

5． 07

6． 21

4． 02

No．

23

No．

26．

正     常

シヨツク 前
シヨツク後％。

     lo ，

     20

    240

正     常

シヨツク 前．、

シヨヅク後％o
    ’lo

     20

    ／24。

63． 55

41． 20

49． 31

48． 73

46． 38

43． 55

62． 64

66． 39

65． 19

60． 11

66． 16

62． 10

No．

正     常

シヨヅク 前
シヨツク後％。

65． 63

64． 05

60． 61

4． 82

11． 82

9． 91

10． 60

10． 34

12． 59

6． 33

4． 42

4． 84

6． 34

5． 45

6． 50

6． 53

7． 05

6． 65

7． 39

10． 12

8． 28

7． 47

15． 18

15． 62

16． 40

15． 37

12． 16

1 1． 75
1． 13

1． 16

5． 27

7． 24

7． 75

Z 95

8． 61

8． 57

10． 03

19． 16

17． 30

18． 20

19． 24

21． 15

6． 47

5． 31

6． 11

6． 48

5． 26

5． 81

10i，43

11． 01

10． 26

9． 80

9． 38

10． 41

5． 17

4． 62

5． 45．

9． 53

12． 36

12． 12

16． 30

20． 56

15． 71

14． 50

15， 41

14． 10

1． 74

0． 70

0． 98

0． 95

0． 86

0． 77

14． 11

13． 19

13． 57

17． 25

13． 75

15． 15

13． 10

11．90

15． 13．

1． 67

1． 98

1． 87

1． 51

1． 96

1． 64

1． 91

1． 78

1： 54

O． 59

0． 92

1． 26

O． 99

1． 00

0． 97

0． 98

1． 01

0． 99

0． 81

1． 31

0． 93

0． 76

0． 88

0． 85

O． 81

1． 06

1． 0， O

一673一



ss

27

No．

28

No．

24

No．

25＊

No．

30＊

le

20

24e

正    常

シヨツク 前
シヨツク後％。

  lo
  20
  240

正 常

シヨツク後％。

lo

20

240

正 常

シヨツク後％o
lo

20

240

正 常

シヨヅク後％。

lo

20

240

65． 56

65． 10

60． 06

71． e1

59． 20

55． 87

66． 53

61． 55

62． 53

62． 73

46． 77

50． 34

52． 26

53． 35

50． 48

57． 74

55． 81

60． 77

57． 64

59． 91

59． 22

61． 50

61． 44

57． 87

6． 48

6． 05

7． 12

2． 74

4． 20

4． 80

5． 83

6． 20

4． 78

4． 97

6． 68

12． 26

5． 19

5． 10

8． 84’

6． 49

5． 00

8． 04

7． 50

6． 95

9． 68

5． 45

7． 50

4． 08

3， 83

5． 82

4． 68

4． 75

6． 71

5． 78

5． 73

5． 85

5． 89

7． 78

6． 66

7． 04

7． 12

7． 69

6． 26

6． 67

5． 15

4． 37

6． 94

6． 58

5． 73

6． 14

6． 83

13． 03

10． 35

9． 49

8． 06

12． 20

15． 64

8． 55

9． 25

11． 20

Z 50

9． 47

9． 37

8． 69

9． 27

15． 09

14． 26

13． 27

12． 94

15． 29

10． 04

13． 28

9． 62

10． 37

12． 10

12． 16

14． 29

18． 51

9． 89

16． 34

15． 55

14． 34

18． 27

13． 71

18． 76

27． 07

27． 12

26． 98

22． 19

19． 21

14． 77

14． 56

15． 68

15． 17

19． 08

17． 05

17． 29

17． 36

18． 45

1． 90

1． 87

1． 50

2 ・45

1． 44

1． 26

1． 99

1． 60

1． 67

1． 41

1． 00

0． 80

O． 73

1． 00

1． 21

0． 81

0． 87

0． 90

1． 68

0． 87

1． 01

1． 09

1． 14

1． 02

1． 37

1． 30

1． 55

1． 36

1． 49

1． 45

1． 60

1． 59

1． 37

e． 68

0． 57

0． 71

0． 72

0． 61

O． 99

1． 08

0． 81

1． 22

1． 29 l

  I
O． 92

1． 27

0． 83

0． 96

1． e5

（＊印 正常ウサギ）

全例増’加し，γグロブリンの増加例は多くなって

いる。アルブミンとグロブリンの比，A／Gは減

少し，βグロブリンとαグロブリンの比，β／αは

増加している。すなはちcho1．投一与により血清ア

ルブミンは減少し，βおよびγグロブリンは増加

した。またA／Gは減少し，β／αは増加している。

ヨシツク前に比し，シヨツク後％時間にわいては，

血清アルブミン，βグロブリンの減少例は多くな

っている。シヨツク後1時間では，βグロブリン

の減少，A／Gの増加例が多くなり，かっβ／αの

減少が目立つ。シヨツク後2時間では，血清アル

ブミンは増加し，βグロブリンは減少したpまた

A／Gの増加例が多くなっており，β／αの減少例

が増加し，正常値に近ずくことが注目される。シ

ヨツク後24時間では各分断に増減あり，一定の関

係は認められなかった。

 血清脂質においては，¢ho1．投与により，全例

ともαグロブリン脂質の著明な減少，βグロブリ

ン脂質の増加が大きい。従ってβ／αが非常に大き

くなることが特長である。ショック前に比し，シ

ヨツク後％時間では，αグロブリン脂質の増加，

βグロブリン脂質の減少例が多くなり，β／αは減

少していくことが目立っ。シヨツク後1時間で

は，βグロブリン脂質1の増1加，βグvプリン脂質1

の減少する症例は多くなり，β／αの減少例は増加

し，13子中11例である。すなはちβ／αは漸次正常

値に近ずく。シヨツク後2時聞においては全例β

グロブリン脂質は減少し，β／αは正常に近ずくこ

とが特長である。シヨツク後24時間では，再びβ

グロブワン脂質の増加，β／αが逆に増加する例が

多くなっている。

 〔実験H〕 ヒスタミンシヨツク時における時間

 的変動

 1． 血清のoptical density変動

 表8にはウサギの正常血清，cho1．投与後の脂

血症血清，わよびヒスタミンシヨツク後％時間，

1時間，2時間，24時間の血清のoptical density

の値を列記した。正常血清はcho1．投与により各

回とも混濁しているが，ヒスタミンシヨツクによ

り各例とも，1時間において1例僅に明澄化した

一 674 一一
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表7 ベプトンシヨヅクによるウサギ実験脂血症血清脂質の濾紙電気泳動的消長
（o／e）

ウサギ
番 号

No．

13

No．

14

時 間

正     常

シヨツク 前
シヨツク後％。
     lo

     20

正     常

シヨツク 前
シヨツク後t／z。

     lo

     20

    240

No．

15

正     常
           ぜロシ ヨ ツ ク  嗣

シヨツク後10
     2。

    24。

A1

11． 99

0． 981

1． 05

0． 949

1． 91

5． 50

1． 23

1． 27

1． 62

1． 52

0． 88

4． 04

0． 65

1． 42

1． 71

0． 92

a B

34． 69

4． 08

5． 29

6． 58

7． 32

12． 27

11． 20

7． 55

13． 01

9． 42

8． 00

10． 79

4． 99

8． 00

4． 23

4． 41

50． 28’

58． 17

67． 00

53． 65

55． 99

31． 08

48． 65

27． 96

27． 60

47． 09

27． 89

48． 31

60． 48

50． 23

45． 14

61． 28

7 f

No．

16

  正

…  シ  ヨ

…シ。

1

1一一一一

       常

       ムコム ツ ク  剛

ツク後％。

 1。

 2。

24。

15． 88

1． 10

0． 24

e． 96

0． 58

1． 52

14． 73

4． 66

6． 17

7． 35

5． 38

5． 57

No．

17

正  劃
シヨツク削「
シヨツク後％。l
     lo

     20

    240

No．

18

正     常

ショック 前

シヨツク後％o
     lo

     20

    240

8． 70

0． 62，

0． 98

0． 83

0． 88

0． 79

8． 12

2． 40

2． 81

1． 66

1． 66

0． 98

23． 34

6． 43

12． 07

8． 31

7． 97

5． 44

16． 24

10． 51

10． 61

9． 67

6． 55

5． 54

9． 32

20． 09

15． 64

24． 52

19． 05

30． 79

18． 32

38． 55

34． 16

27． 58

38． 20

25． 17

16． 26

21． 56

35． 58

17． 31

34． 49

61． 28

60． 14

56． 76

59． 46

52． 28

17． 61

21． 61

23． 96

22． 70

17． 54

26． 50

5． 11

16． 71

10． 98

10． 06

15． 71

20． 37

20． 58

24． 64

23． 46

14． 34

24． 97

11． 69

18． 00

16． 49

14． 60

16． 27

30． 22

50． 10

43． 17

40． 53

44． 14

34． 20

27． 05

31． 12

33． 10

34． 25

35． 08

45． 65

27． 33

44． 64

38． 17

44． 09

23． 55

38． 59

27． 95

24． 92

30． 27

25． 25

36． 66

27． 79

IZ 37

11． 33

9． 47

12． 19

9． 43

14． 10

10． 68

11． 72

10． 66

16． 06

11． 89

13． 81

20． 30

17． 52

18． 71

19． 30

33． 53

27． 09

Bfa

No．

19

正     常
           ム あシ ヨ ツ ク  目日

ショヅク後％0
     1。

     2。

    240

13． 35

1． 61

0． 89

1． 49

0． 709

1． 12

No．

20 1

正     常

シヨツク 前
シヨツク後％。
     lo

14． 65

1． 04

0． 50

0． 84

23． 50

5． 76

8． 10

6． 92

4． 69

5． 82

35． 33

6． 37

6． 01

6． 42

1． 449

14． 234

12． 644

8． 147

7． 640

2． 53

4． 34

3． 70

2． 12

5． 00

3． 47

4． 48

1Z iO

6． 28

10． 67

13． 85

26． 16

39． 86

46． 97

36． 10

28． 08

42． 96

17． 53

49． 84

46． 72

46． 20

26． 59

19． 36

24． 40

31． 84

36． 20

26． 92

19． 89

iO． 63

17：96

27． 29

2． 34

13． 13

9． 74

7． 86

11． 04

9． 37

1． 29

7． 80

3． 58

4． 87

5． 53

6． 25

1． 69

4． 25

3． 60

4． 56

3． 59

6． 97

10． 03

33． 44

19． 62

23． 63

29． 52

23． 18

12． 56

32． 83

28． 83

18． 82

1． 11

’6． 92

，3． 03

5． 22

5． 99

7． 38

O． 50

7． 82

7． 77

7． 19
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No．

20

240

O； 80．

1． 15

21

正     常

シヨツク 前

シnツク後％。
     le

     20

    240

12． 50

2． 20

0． 92

3． 08

1． 77

1． 81

No．

22

正     常

ショヅク 前
シヨツク後％。

16． 82

1． 29

2． 25

No．

23

No．

26

正     常
           ム ドロ

シヨツク 削
シヨツク後％。
     10

     2。

    24。

正     常

シヨツク 前
シヨツク後％o
     lo

     20

    240

22． 14

1． 93

3． 64

2． 51

1． 40

1． 65

11：92

4． 22

5． 27

’5． 15

4． 45

4． 30

6． 42

5． 25

20． 58

10． 69

4． 02

11． 68

6． 43

7． 06

23． 77

’2． 93

6． 41

36． 90

5． 32

8． 66

6． 16

4． 31

7． 68

39． 29

42． 51

25． 00

39． 20

45． 96

31． 73

26． 59

40． 36

10． 59

57． 59

38． 55

i9． 63

23． 59

30． 14

21． 35

27． 14

30． 54

36． 94

29． 24

28． 55

18． 81

26． 23

15． 40

54． 41

58． 07

44． 15

46． 44

65． 16

21． 40

22． 13

17． 02

25． 53

34． 03

19． 62

33． 82

27． 48

6． 12

8． 09

11． 76

26． 56

21． 93

22． 95

28． 26

21． 54

20． 24

19． 35

26． 62

4． 15

1Z 41

12． 59

21． 63

13． 76

5． 89

1． 22

3． 67

11． 43

2． 72

4． 14

5． 71

O． 45

19． 60

6． 00

No．

正     常
           ハ よロ

シヨツ．ク剛
シヨツク後％0
     1。

     20

    24。

32． 78

12． 59

10， 29

8． 02

10． 16

11． 89

22． 18

29． 18

23． 65

41． 23

20． 73

38． 73

27

13． 73

4． 43

3． 94

3． 73

4． 37

2． 13

16． 18

7． 92

8． 31

10， 55

7． 79

4． 76

30． 12

49． 55

47． 53

49． 04

45． 93

42． 62

O． 42

10． 21

6． 70

7． 16

10． 76

8． 48

17． 54

27． 59

45． 89

24． 74

37． 04

26． 07

No．

28

No．

24＊

Ne．

25＊

No．

正     常
           ふ ゑロ

シヨヅク削
ショック後％。

     1。

     2。

    24。

正     常

ショヅク後％。
     lo

     20

    240

正

ショヅク
     lo

     20

    240

  常

後％。

正     常

シヨツク後％。

12．111

3． 78

3． 05

5． 06

3． 30

2． 74

26． 69

12． 47

21． 51

18． 59

24． 59

31． 74

30． 86

9． 17

7． 02

16． 00

10． 15

10． 16

21． 48

20． 72

28． 14

27． 38

16． 73

8． 91

9． 81

8． 42

6． 99

10．’96

16． 08

17． 06

23． 48

35． 34

46． 10

26． 83

31． 90

27． 85

26． 68

41． 66

28． 82

28． 17

39． 30

36． 00

20． 66

49． 78

50． 48

45． 60

33． 43

42． 34

22． 94

26． 10

17． 36

27． 92

27． 23

30． 13

28． 89

24． 03

23． 40

34． 26

27． 69

29． 06

23． 59

25． 18

26． 67

20． 26

32． 01

26． 55

17． 77

17． 15

8． 38

13． 69

21． 01

20． 90

17． 80

14． 10

22． 55

14． 72

11． 81

13． 06

15． 56

26． 39

14． 89

20． 83

客7．59

18． 96

13． 24

25． 65

18． 66

18． 07

17． 29

18． 73

12． 76

11． 79

12． 76

13． 01

21． 08

18． 18

1． 43

6． 59

4． 16

3． 11’

11． 40

17． 43

11． 76

17． 59

12． 18

5． 09

4． 80

O． 67

2． 32

2． 30

5． 14

2． 04

3． 26

1． 87・

6． 26

5． 72

4． 67

5． 89

＆ 95

O． 67・

5． 43

7． 19

2． 85

3． 29

4． 17

O． 98

0． 74

0． 38

1． 04

0． 85

1． 11

1． 08

0． 58

0． 83

1． 22

O． 70

0． 81
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30＊

lo

20

240

17． 34

22． 24

16． 84

’32． 90 ・，

30． 22

29． 58

32． 65

23． 54

23． 54

12． 50

15． 84

21． 38

4． 59

8． 13

8． 63

O． 99

0． 78

0． 80

（＊印 正常ウサギ）

表8 ヒスタミンショックによるウサギ実験脂血症血清のoptical densityの成績  （一10g T）

ギ番号

32

33

34

35

1一”T’

正 常

O． 025

O． 020

O． 055

・・ツク前シヨｴ後

O． 040

O． 070

O． 020

O． 070

O． 088

O． 085

O． 030

O． 080

O． 120

11

1o
t1

20

O． 080

O． 018

0．ユ05

O． 103

O． 073

O． 040

O． 095

O． 125

t！

24e
ヒスタミン

注射L量
 pg／kg

O． 038

O． 035

O． 108

O． 078

300

e

tJ

Il

表9 ヒスタミンシヨツクによるウサギ実験

  脂血症血清のOptical densityの変動

               （一log T）

逃墾ク
32 （A）

33 （B）

34 （C）

35 （D）

一〇． 015

一〇． OIO

一〇． OIO

一〇． 032

ゲ

lo
グ．

20
t1

240

一〇． OIO 1

O． 002 」’

一〇． 003 1 O． 032

－O． OIO i 一〇． 015

一〇・035レqO25ド0・038
   ミ       
一α015 ｯα0371・O・ 010

（tスタ ミン 1000×0．3cc per kg）

のを除き，各時間において，特に2時間において

全例混濁している。24時間では半分混濁し，他は

明澄化している。ヒスタミンショックのoptical

densityの変動を一括したのが表9で，これを図

示したのが図3である。これよりみればヒスタミ

．ンシ9ツクでは，Y2時間，1時間，2間時間にお

いて各例とも，ペプトンショック時とは逆に．混濁

．しているが；特に2時間に．おいて全例混濁するこ

．とが注目すべき点である。ま．た24時間ではペプト

ンショック時と同様の現象がみられた。

 2、一血液比重の変動

 正常ウサギ，脂血症後のウサギ血液，および各

。，04

o，oz

o．oo

一〇．02

一S，04 ・

一〇，C5

s

A

D

／c S

．図

Y2’ te

図 3

一 677，一

A
B

氏

2ts

N－i一一一一
?狽煤C．，

鍛9
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表10 ヒスタミンシヨヅクによる実験脂血症ウサギ血液比重の変動

縣蓉 正 常  シヨツク前
」シ・ツク後i
i ％e r’ P 1o

グ

20

32

33

34

35

1． 052

1． 0535

1． 0575

1． 0565

1． 049

1． 0535

1． 050

1． 0535

1． 0505

1． 053

1． 0485

1． 0565

1． 0505

1． 0525

1． 051

1． 0535

1． 048

1． 051

1． 047

1． 0535

グ

240

1． 048

1． 0505

1． 049

1． 0505

シヨツク後の血液比：重の変動be 一括したのが表10

科目る。cho1．投与により血液比重は減少してい

る。シヨツク前に比し，シヨツク後％時間，1時

間では増滅あり，2時間では全例減少し，24時間

においても滅少している，すなはちヒスタミンシ

ヨツクにおいてもペプトンシヨツク時と同様シヨ

ツク後漸次血液比重は減少し，2時間においては

全例減少した。

は増’加の状態を呈している。シヨツク前の比し，

シヨツク後％時間では各分屑に増減あり一定の関

係は認められない。β／αは減少の傾向あり。ショ

ック後1時間では．血清アルブミンは増加し，βグ

ロブリンは減少し，A／Gは増加，β／αは減少し

ている。2時間では三分屑，A／G，β／αlc一一定の

関係は認められない。24時間においても同様であ

った。すなはちヒスタミンシヨツクではペプトン

表11 ヒスタミンシヨツクによる実験脂血症ウサギ血液水分量の変動

1く＼ r時

1毎漣L正 常

32

33

34

81． 00

79． 85

84． 21

   ぬロショツク剛

35 80． 25

81． 33

78． 42

81． 54

80． 50

ショヅク後
 ＞t｛o

79． 78

79． 85

81． 44

78． 68

11

10
グ

20
If

240

81． 53

80． 14

79． 38

81． 99

81． 73

81． 28

80． 81

81． 27

82． 33

81． 99

81． 33

 3．血液水分：量の変動

 正常ウサギ，脂血症後ウサギの血液，および各

ショック後の血液水分量を一括したのが表11であ

る。cho1．投与｝こより，血液水分量は増加の傾向

あり。ショック前に比し，シヨツク後i／2時間，1

時間までは増減あり，2時間，24時間では全例増

’加している。すなはちヒスタミンシヨツクにおい

ても，ペプトンシヨツクと同様に血液水分：量はシ

ョック後2時間では全例増加している。

 4．炉紙電気泳動図

 正常ウサギ血清，脂血症後の血清，およびヒス

タミンシヨツク後各時間の炉紙電気泳動による蛋

白分屑，および一分屑血清脂質の消長は表12，表

13のごとくである。

 蛋白分屑においては，cho1．投与により上記ペ

プトンシヨツク時と同様，」［肛浩アルブミンは減少

し，βグロブリンは増加し，A／Gは減少し，β／α

シックのごとき現象は認められなかった。

 血清脂質に於ては，cho1．投与により，αグロブ

リン脂質は減少し，βグロブリン脂質の増’加，γグ

ロブリン脂質，f分屑ともに増加している。した

がってβ／αは著しく大きくなっている。シヨツク

前に比し，シヨツク後勉時間では，βグロブリン

脂質，f分屑共に増加しており，β／αはペプトン

シヨツク時に比し，逆に全例増’害している。1時

間においても，βグロブリン脂質，γグUプリン

脂質は増加し，f分屑は減少している。β／αは増

’回していく。2時間においては三分屑に増減あり

一定の関係はみられない。すなはちβ／αが一定し

ないことがペプトンシヨツクと異なる点である。

24時間においても同様であった。

 〔実験皿〕 ペプトンシヨツクに対する硫酸プロ

 タミンの影響

 1．血清のoptical densityの変動

一一 678 一
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表12 ヒスタミンシヨヅクによるウ葺ギ実験脂血症血清蛋白の濾紙電気泳動的消長 （％）

／ウサギ
】番 号 時 間

No．

正     常

シヨヅク 前
シヨツク後％。

  lo
  20
  240

Al a1

32

No．

61． 19

51． 49

52． 51

58． 94

55． 55

52． 24

5． 72

9． 41

9． 16

7． 08

6． 23

7． 62

33

正     常

シヨツク 前
ショック後％Q

  lo
  20
  240

56． 22

54． 57

62． 09

58． 30

61． 39

62． 86

5． 52

5． 86

4． 89

6． 52

5． 09

5． 57

a2 B r）， AIG

7． 37

6． 17

7． 76

7． 01

6． 20

7． 88

11． 30

15． 50

14． 26

13． 39

12． 36

15． 10

14．40 ［

17． 40 1

16．30 i
13． ss I

   I
19． 62

17． 13

1． 58

1． 06

1． 11

1． 44

1． 25

1． 09

7ユ0…12．、69
8．．88113．．55

7．、80i9．44

6．38111．48
   
7．77  「   7．98

  1
8．32     9．13

iz s7 1

17． 12 i

15． 74

17． 29

17． 75

i4． 10

1． 28

1． 20

1． 64

1． 41

1． 59

1． 69

B／a

O． 86

0． 99

0． 84

0． 95

0． 99

0． 97

Ne．

34

正     常

シヨツク 前
シヨツク後％。

  lo
  20
  240

57． 64

57． 53

55． 74

58． 30

48． 18

54． 21

9． 27

6． 49

7． 78

8． 30

7． 75

9． 87

7． 47

6． 80

5． 74

6． 06

5． 93

4． 91

10． 97

10． 24

12． 89

9． 02

13． 94

12． 11

14． 62

18． 90

17． 81

18． 31

24． 17

18． 87

1． 00

0． 90

0． 75

0． 89

0． 62

0． 66

No．

35

正     常

ショック 前
ショック後％o

  lo
  20
  240

55． 49

60． 80

53． 56

60． 33

54． 59

51． 56

1． 36

1． 35

1． 26

1． 40

0． 93

1． 18

O． 66

0． 77

0． 95

0． 63

1． 02

0． 82

7． 17 ［

4e 80

6． 6s 1

5． 17

6． 03

7． 26

5・・36！…4司

       レ5．99  1  13．66

5．91    14．82

4．・86112．14

7．46     11．24  1

        
6・19 @・8・2・1

20． sl 1

14． 82 i

19． 06

17． 50

20． 6s 1

18． 20

1． 24

1． 52

1． 15

1． 52

1． 20

1． 06

O． 91

1． 27

1． 18

1． 21

0． 83

1． 35

 表14はペプトンシヨツクによるウサギ脂血症血

清の明澄化に対し，硫酸プロタミンにより中和さ

れるときのoptical densityの値，および対照と

してペプトンのみと硫酸プロタミンのみを注射し

たときのoptical densltyの値，ならびにペプト

ン，および硫酸プnタミンの注射量を列記した。

中和試験時のoptical densityの変動を一一括した

のが表15であり，これを図示したのが図4であ

る。対照としての：No．40はペプトンのみの場合

は前述，図1と同様，シヨツク後2時間において

明澄化している。：No．42は硫酸プロタミンのみ

の場合はシヨツク後24時間を除き他の一時閤で混

濁している。：No．38のシヨツク後2時間｝こおい

て明澄化しているが，これは硫酸プロタミンが2

mgで割合に少なかったためだと思われる。他は

全例ペプトンシヨツク後2時間の明澄化は硫酸プ

ロタミンにより，中和され混濁していることは注

目すべき点である。

 2．血液比重の変動

 硫酸プ胃角ミンの中和試験時におけるウサギ血

液比重の変動は表16である。ペプトン注射後，硫

酸プロタミンを注射した中和試験時の場合におい

ても，上記ペプトンシヨツク，ヒスタミンショッ

ク時と同様，血液比重はショック後1時聞より漸

次減少していく。対照の硫酸プロタミンのみの場

合も同様の現象である。

 3．血液水分量の変動

 ペプトンシヨツクによる脂血症血清の明澄化の

硫酸プロタミンの中和試験時のウサギ血液水分量

の変動は表17である。上記ペプトンシヨツク，ヒ

スタミンシヨツクと同様に，ペプトン，硫酸プPt

タミン併用注射した場合，また対照として硫酸プ

ロタミンのみの場合にもシヨツク後1時間より漸

次水分：量は増．加し，シヨツク後2時間においては

とんど全例水分量は増加している。

 4．炉紙電気泳動図
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表13 ヒスタミンシヨヅクによるウサギ実験脂血症血清脂質の濾紙電気泳動的消長 （％）

ウサギ

番号

No．

32

No．

33

No．

34

No．

35

時 間

正    常
シヨツク 前
シヨヅク後％。

  lo
  20
  24e

正    常

シヨヅク 前

シヨツク後％e

  lo
  20
  240

A1

9． 48

2． 31

1． 55

3． 42

5． 29

3． 41

20． 43

11． 54

15． 82

10． 61

12． 21

9． 30

a

27． 52

6． 69

6． 69

10． 98

8． 00

13． 57

39． 42

24． 55

18． 71

18． 91

20． 00

15． 59

正    常

シヨツク 前
シヨヅク後％。

  lo
  2e
  240

13． 26

5． 07

4． 53

3． 10

4． 77

4． 65

30． 46

5． 71

7． 53

6． 67

7． 40

5． 98

p

45． 23

50． 43

53． 59

51． 80

48． 69

47． 97

23． 74

40． 50

42． 84

34． 83

36． 15

34． 69

22． 75

40． 13

43． 90

49． 78

47． 15

52． 66

正  常1
シヨツク 前1

シヨツク後％。

  lo
  20
  240

14． 89

3． 76

2． 36

2． 63

2． 12

2． 95

20． 71

8． 44

4． 72

6 ・86

3． 22

5． 66

43． 33

48． 72

54． 10

40． 77

58． 14

55． 04

r）r

12． 84

17． 78

18． 05

18． 51

23． 35

23． 52

10． 69

16． 08

15． 91

24． 22

21． 23

25． 42

18． 76

28． 84

24． 08

23． 27

24． 71

20． 97

15． 39

18． 04

20． 29

40． 12

18． 92

20． 77

f

4． 91

22． 77

19． 91

15． 26

14． 64

11． 50

 5． 75

 7． 31

 6． 71

． 11． 43

10． 41

14． 99

14． 74

20． 24

19． 96

17． 18

15． 96

15． 74

5． 64

21． 03

i8． 52

9． 62

17． 60

15． 58

P／a

1． 64

7． 54

7． 78

4． 72

6． 08

3． 53

O． 60

1． 65

2． 29

1． 84

1． 81

2． 22

O． 75

7． 00

5． 83

7． 46

6． 38

9． 08

2． 09

5． 77

11． 46

5． 94

18． 06

9． 73

表14 Rプbンγヨツクによるヴサギ実験脂血症」血清のoptical densityに対する

  硫酸プロタミンの申和試験成績

濠
36

37

38

39

41

対

照

40

42

正 常

O． 020

O． 020

ショヅク
 前

O． 018

O． 013

O． 025

O． 055

O． 015

O． 180

O． 020

O． 030

O． 145

O． 108

O． 260

O． 070

シヨツク
 後
 YI O

O． 240

O． 200

O． 225

O． 258

O． 115

1o

O． 100

O． 060

．O． 180

O． 195

O． 273

O． 103

20

O． 120

O． 060

O． 150

O． 180

O． 130

O． 240

O． 105

240

O． 123

O． 025

O． 200

O． 220

O． 095

ペプhン
注射量
g／kg

O． 8

O． 8

O． 8

O． 8

O． 8

O． 220

O． 058

O． 8

フmタミ
ン注射量
mg／kg

4

2

2

2

4

4

 ペプトンショックによるウサギ脂血症血清の明

澄化の硫酸プロタミンによる中和試験時のウサギ

血清の血清蛋白，血溝脂質の炉紙電気泳動的消長

は表18，表19である。

蛋白分屑においては，cho1投与により上記ペプ

トンショック時と同様全例とも，血清アルブミン

は減少し，βグロブリンは増加，A／Gは減少，

β／αは増加し・ている。ペプトン，硫酸プロタミン
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表15 ベプ｝ンシヨヅクによるウサギ実験脂血症血清の硫酸プnタミンの中和

   試験時｝こおけるoptical densityの変動

＼蒔
。舜＼問

番号．＼

シヨヅク後
 ％o

3 6 （A）

37 （B）

38 （C）

3 9 （D）

41（E）

グ

lo

I1

20
グ

’240

一〇． 045

一〇． 045

一〇． 065

一〇． 045

一〇． 068

一〇． OIO

差富量
 gfkg

一〇． 060 o． ooo O． 030 一〇． 020

O． 8

O． 8

O． 8

プロタミy
・注射量
 mg／kg．

一〇． 055

一〇． 117

一〇． 050 一〇． 035

一〇． 022

一〇． 075

O． 013

O． 8

O． 8

4

2

対

照

40（F）

42（G）

O． 002

一〇． 045

一〇． 013

一〇． 033

2

2

O． 020

一〇． 035

O． 040

O． 012

4

O． 8

4

o，04

o，oz

β，學e

一・ n．02

・・潤Do毒

．． 6．06 1

一e，．os

一〇，so

一〇，12

図 4

併用注射後h時間においては，ショック前に比し，

血清アルブミン，βグロブリンは減少し，rグロ

ブリンは増加，A／G，β／αともに減少している。

1時間においては．血清アルブミンは増加，βグロ

ブリンは減少，A／Gは増加，β／αは不定である。．

2時間においては再び血清アルブミンは減少し，

βグロブリンは不定にして，rグロブリンは増加

し，A／Gは減少し，β／αは増「加していることは

ペプトンショック時の消長と逆の結果がみられ

た。24時間においては各分屑に増減あり，A／G
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表16 ベプトンシヨツクによるウサギ実験脂血症血清の硫酸プロタミンの

  中和試験時における血液比重の変動注射量

濠
36

37

38

39

41

対

照

40

42

正 常 シヨツク
 前

シヨヅク
 』後

 i／iO

グ

lo

    
1．053011．0530

1． 0475

1． 0535

1． 0525

1． 0505

1． 0475

1． 0540

1． 0510

1． 0505

1． 0525

1． 0525

1n 0510

1． 0505

1． 0595

1． 0485

1． 0525

1． 0520

1． 0575

1． 0465

1． 0565

1． 0480

1． 0505

1． 0500

1． 0510

ケ

20

1． e525

1． 0465

1． 0530

1． 0465

1． 0480

1． 0485

1． 0500

必1
   F

1． 0465

1． 0465

1． 0525

1． 0465

1． 0470

1． 0480

1． 0480

O． 8

O． 8

O． 8

O． 8

O． 8

O． 8

プ比肩ミ
ン

mg／kg

4

2

2

2

4

4

表17 ペプトンシヨツクによるウサギ実験脂血症血清の硫酸プmタミンの

  中和試験時における」血液水分量の変動

凄 正ボ群シ ｬク If

le
r1

20

   1 ．4 1

明窪鮎盤
36

37

38

39

41

81． 62

83． 03

79． 27

81． 04

82． 60

対

照

40

42

80． 69

81． 67

80． 81

83． 65

79． 09

81． 22

79． 82

80． 71

80． 55

77． 46

82． 69

78． 58

80． 13

80． 42

81． 03

84． 24

78． 68

80． 05

80． 14

81． 06

80． 62

81． 09

83． 68

80． 54

83． 72

80． 33

81． 91

82． 99

81． 15

83． 16

81． 52

O． 8

O．8

O． 8

81． 99

O． 8

O． 8

82． 41 O． 8

4

2

2

80． 70

2

4

82． 28 4

β／βには一定の関係はみられなかった。

 血清脂質においては，chol．投与｝こより，各戸

とも，βグロブリン脂質の減少，βグPプリン脂

質の増加，したがってβ／α増は大している。ショ

ック前に比し，シヨツク後％面面においては，αグ

Vプリン脂質：の減少，βグロブリン脂質の増’加，

β／αは大きくなっていく。1時間においても同様

の消間で，β／αは大きくなっていく。2時間にお

いてはなわαグPtプリン脂質は減少し，βグロブ

リン脂質は増加し，β／αは大きくなっていくこと

はペプトンシヨククのみのときとは異っている点

である。24時間においても同様の現象を呈してい

る。すなはちペプトンシヨツクの場合にはαグロ

ブリン脂質は増加し，βグロブリン脂質は減少

し，β／αは小さくなり正常に近くずのに反し，硫

酸プ四四ミン併用注射した場合には逆の消長を示

すことが特に注目すべき事である。

 〔実験IV〕 ペプトンンシヨックに対する抗ヒス

 タミン剤の影響

 1．血清のoptical densityの変動

 表20は実験ウサギの正常血清，cho1．投与後の

脂血症血清，および抗ヒスタミン剤，ペプトン併

用注射後の各時間のoptical densityの値，およ

び抗ヒスタミン剤，ならびにペプトン注射量を列

記した。optical densityの変動は表21でこれを

図示したのが図5である。No．12のごとくペプト

ン注射量per kg O．4gr，抗ヒスタミン剤15 mg

では混濁し，No．56のごとくペプトン注射量per
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表18 ベプ〉ンシnツクによるウサギ実験脂血症血清の硫酸プロタミンの中和試験時に

  おける血清蛋白の櫨紙電気泳動的消長 （％）

ウサギ

番号

No．

36

No．

37

No．

時 間

正    常
シヨツク 前

シヨツク後1Q
  2e
  240

Al a1

56． 52

55． 46

59． 22

54． 88

51． 78

正     常

シヨツク 前
シヨツク後1。

  20
  24e

59． 81

48． 98

53． 73

46． 98

39． 64

5． 36

8． 04

3． 67

4． 68

6． 46

8． 77

11． 57

5． 97

6． 65

15． 10

a2

38

 正    常
 シヨツク 前

1シヨツク微．
   1。

   2。
   24D

62． 35

54． 55

53． 92

56． 13

51． 92

63． 44

8． 53

6． 66

6． 89

6． 40

6． 70

4． 61

5． 67

7． 91

9． 75

6． 64

7． 29

8． 00

8． 91

8． 14

7． 25

4． 66

7． 40

6． 85

4． 34

7． 91

7． 19

B

14． 66

16． 37

14． 54

12． 78

18． 65

A／G

15． 02

18． 00

20． 29

22． 11

19． 43

14． 95 1 1． 30

13． 47 1 1． 25

15． 68 1 1． 45

21． 19 ］ 1． 22

19’lei－48．L…一．！・g，

11． 57

15． 79

12． 09

14． 51

19． 14

1． 49

0． 96

1． 16

0． 89

0． 65

P／7

No．

39

正    常
シヨツク 前
シヨツク後％。

  le
  20
  240

49． 81

48． 53

47． 80

49． 08

47． 08

44． 33

No．
正    常

シヨツク 前

シヨツク後2。
  240

6． 25 i

14． 57

16． 57

13． 38

14． 91

16． 32

14． 61

1． 05

1． 11．

1． 38

1ゼ15

8． 39

14． 04

19． 45

120 92

17． 33

14． 04

10． 04

8． 57

7． 46

8． 03

8． 60

11． 07

5． 61

8． 21

g． no2

9． 30

7． 62

6． 95

20． 18

22． 74

20． 81

18． 86

23． 04

25． 81

1・金2．．［

14． 30

11． 95

14． 30

14． 74

13． 46

11． 84

1． 14

1． 04

1． 46

1． 35

0． 89

1． 66

1． 37

1． 17

1． 14

1． 08

1． 73

41

No．

40

（対照）

No．

42

（対照）

1正   常
1シ。ツク前
 シヨツク後％o
   le
   20
   240

正    常
シヨツク 前
シヨツク後％。

  lo
  20
  240

54． 94

49． 78 l

s2． ss 1

   ，
4s． 08 1

7． 94

5． 66

7． 30

10． 17

5． 66

6． 48

2． 95

8． 21

57． 7E

50． 76

50． 41

49v 77

48． 30

51． 74

7． 09

6． 11

8． 72

6． 10

7． 63

8． 42

5． 34

8． 74

6． 18

8． 67

8． 23

7． 74

16． 95

19． 21

16． 42

19． 31

54． 32

61． 74

55． 02

57． 68

63． 62－

62． 61

6． 64 li

51，， i

s． g2 1

6． gs 1・

5． 45 1

6． 00

7． 99

8． 05

6． ls 1

6． 67 1

5． 70

6． 84

14． 70

19． 66

19． 00

19． 56

17． 81

18． 27

14． 58

13． 58

14． 06

13． 94

11． 60

11． 34

1． 00

0． 94

0． 92

0． 96

0． 90

0． 80

14v 59

18． 87

20． 77

17． 22

15． 07

14． 72

15． 68

15． 90

18． 02

13． 84

16． 48

11． 46

18． 81

140 73

13． 64

1． 22

0． 99

1． 11

0． 82

1． 37

1． 04

1． 02

0． 99

0． 94

1． 07

13． 21 1

1． 19

1． 61

1． 22

1． 36

1． 75

1． 67

O． 99

1． 11

1． 07

0． 93

1． 13

1． 34

1． 29

1． 35

1． 22

1． 09

1． 42

1． 43

1． 25

1． 58

1． 67

1． 05

iJ． ig一，1

1． 32

1． 27

1． 32

1． 12

1． 13

1． 00

1． 03

1． 16

1． 02

1． 04

0． 88

kg O．8gr抗ヒスタミン剤15 mgでは明澄化し

た。しかしNo．61，62ごとく抗ヒスタミン剤30

m9に増量した場合には混濁した。その他の例に

おいて．は．同様に混濁した。すなわち抗ヒスタミン

剤で充分ショックを阻止した揚合にはペプトンシ

ョックによる脂血症明澄化はみられなかった。

       総括および考按

 cho1．．飼育によるウサギ実験的脂一血症血清は，
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表19 ペプ〉ンシヨツクによるウサギ実験脂血症血清の硫酸プロタミンの中和試験時に

  おける血清脂質の濾紙電気泳動的消長 （％）

t’

ウサギ
番：号

No．

36

’No．

37

時 間

正    常

シヨヅク 前
シヨツク後1。

  20
  24e

Al a p
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4． 29
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ペプトンショック．により，ショック後1時間より

漸次明澄化し，2時間において全例明澄化した。

ヒスタミンショックにおいては各時間，特に2時

間においては逆に全例混濁した。こめペプトンシ

ョックによる明澄作用は硫酸プロタミンにり阻止

された。まアこウサギのcho1．投与により低下した

血液比重は，各シヨツク剤の注射およびペプト

ン，硫酸プPタミン．併用注射のいずれの場合にお
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表20 ベプ｝ンシヨツクによるウサギ実験脂血症血清のOpticaI densityに対する

  抗ヒスタミン剤の影響  （一log T）

に

＼＼＼＼時間
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いても漸次低下し，ショック後2冊子において一一一b

様に低下した。すなはちペプトンシヨツクの明澄

化は血液比重，および水分量には無関係であっ

た。炉紙電気泳動的検索においては，chol．投与

により，血清蛋白においては，血清アルブミンの

減少，β．グロブリンの増加，したがってA／Gの減

少，β／αの増加がみられた。血清蛋白脂質におい

ては，βグロブリン脂質の減少，αグロブリン脂

質の増’加，したがってβ／αの増加がみられた。ペ

プトンショックにより，血清蛋白においては，β

グロブリンは減少し，A／G，β／αは正常値に近づ

き，血清蛋白脂質においては，αグVプリン脂質

の増加，βグロブリン脂質の減少，したがって

β／αは正常値に近づくに反し，ヒスタミンシ9ッ

．クにおいては，この関係は逆になり，また硫酸プ

．Pタミンにより，血清蛋白，血清蛋白脂質におい

て，β／αは逆に増加した。24時間の長時聞観察に

おいては，ペプトンシヨソク，ヒスタミンシヨツ

ク，およびペプトン，硫酸プロタミン併用注射の

いずれにおいても，血清の明澄化する例，混濁す

る例があり，一定の関係はみられなかった。ペプ

トンショック前に，抗ヒスタミン剤を投与し充分

シヨツクを阻止した場・含には，ペプトンシヨツク

による明澄化は認められなかった。

 一般にヘパリンとヒスタミンは肥絆細胞の顯粒

中に存在し，heparinate of histamine’という

形の塩で結合した状態で存在V6），一度血流中に

遊離したヘパリンは，再びヒスタミンと結合する

ことはなく，他の特殊な補助因子との親和性を発

揮するといはれている16）。またSylv6n 47）らは

肥腓細胞中において既に，その補助因子と結合

し，その儘の形で．血流中に遊離すると発表してい

る。このようにヘパリンとヒスタミンは燐脂質，

蛋白，あるいはその他の要素から精巧に結合され，

下野細胞中の三思の一部として存在すると惟え

られる。既述のごとく，シヨツクの際に肥腓細胞

は崩壊し，三三粒（degranulation）によりヘパ

リンはヒスタミンと共に遊離する。このような内

因性ヘパリンにより賦活された明澄因子の抗脂血

作用については，ウサギにおける実験発表は，著

者の知る範囲ではほとんどなく，本実験を庸矢と

するかと思うのである。犬においては，Levy，，

Swank 41）らはin vivoにおいて，食餌性脂血症

が，アナフィラキシーショック，compound 48／80

あるいはDA 10 （diamino decane）などのヒ

スタミン遊離物質によるシヨ．ツクの際の明澄作用

を，シヨツ．ク後，．10分，20分，30分における一血

i漿内のchylomicron i数を暗」視野i装置1で算定して

証明し，同時に血液：中のヘパリン量をメタクロマ

ジー法で測定し，犬の食餌性脂血症血清の明澄化

一685一
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とショック時遊離する内因性ヘパリンの間に一定

の関係を証明することできず，彼らは明澄作用に

は必ずしも内因性ヘパリンは必要でない，すなは

ち脂血症明澄作用は犬の血液中の微量：な内因性ヘ

パリンの有無に拘らず惹起するとした。Havel，

Boyle 42）らはペプトン， compound 48／so，

stilbamidine， diisoethionateらのヒスタミン遊

離i物質を犬に静注し，in vitroにおいて，ショック

後の血漿中に出現する内因性ヘパリンによる脂血

症明澄因子の作用を光電比色計を用い測定した。

彼らは上記のヒスタミン遊離物質の静注前に，抗

ヒスタミン剤を注射した。それは犬のショックに

よる苦悩と死亡を防ぐ意味において使用した。シ

ヨツク後10分，20分，1時間の血漿と38。Cに保

温された人間の脂血症血漿を混合し，2時間でシ

ヨツク後の各時間における optical densityの

減少度を測定し，少くとも0．02減少した場合は

明澄因子の作用は満足すべきだとしている。かか

図 5

A

2・

to

E

Zdl．e

る明澄化は硫酸プロタミンにより中和され，再び

混濁することを認めた。彼らは明澄因予の作用の

最高はシヨツク後30分，あるいはそれ以上の時

間だとしている。シヨツクにより産生すると思わ

れる明澄因子の量は，同一程度の凝固時間の延長

を示すヘパリン静注時の明澄因予より実質上少な

いといっている。このように明澄作用の弱いこと

は，ショック自身の影響と見倣している。ヘパリ

ン静注後の明澄因子の出現は，シヨツクにより約

1／4に減少する事実を認め，シヨツクはヘパリンそ

のものの明澄作用を防害することを実証した。

Levy－Swankの成績との相違は実験方法による

のだしといてる。かかるLevy－SwankとHave1

－Boyleの相違点をWorley， LeQuire 45）らは

ペプトンシヨツク，アナフィラキシーショック後

5分，10分，30分時採血し，シヨツク後の血漿

でin vivoで明澄化しない揚合にin vitroで6

時間，37QCで加温」し，明澄化することより，

一 686 一
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in vivoはLevy－Swankの成績をin vitroで

Have1－Boyleの成績と・．一・致し，これはシヨツク

による低酸素症（Hypox怠）がこれに関係する

とした。すなはち彼らの実験の根拠はLeQUire，

Worley et Gray 48）らは犬におけるヘパリンの

脂血症明澄因子の酵素性質は細胞毒素（青酸化合

物）により，無酸素症にすることより生体内で変

化せしめることができる実実を認め，ヘパリンの

脂血症明澄因子の産生には細胞内の酸化酵素に起

因するという事実によるというのである。

 著者のウサギ脂血症のペプトンショックによる

明澄成績と比較検討するに，本実験においてもシ

ョック後30分においては，明澄化するもの，逆に

混濁するものありin vivoにおけるLevy－Swank

と同じ傾向を示している。しかしシヨソク後1時

間より漸次明澄化し，2時間において全例明澄化

した。かかる明澄因子による明澄化は抗ヘパリン

剤である硫酸プロタミンにより阻止され，混濁し

た，これはin vitroにおけるHavel－Boyleの

成績と一致するものと老えられる。一般にショッ

ク直後においては一血清アルブミンは減少するとい

はれており62’，：本実験の炉紙電気泳動の消長にわ

いても同様に血清アルブミンは減少している。

 Gorden， Boyle， Brown， Cherkes at AnfiEsen

49）らは，血清アルブミンは明澄因子の防害因子で

ある脂肪酸と結合し，脂血症明澄作用を増強する

としている。また血清アルブミンは明澄作用にお

ける唯一の補助因子ではなく，受容するものであ

るとしている。RosemanおよびFriedman 86）ら

は血清アルブミンが，内因性あるいはヘパリンに

より活性化された脂血症明澄作用に，必須の役

割を演ずることをin viVOで証明している86）。

Spitzer 50）は明澄因子はアルブミン分画にあると

している。またMcDanie1， Grossman 5i’はCi ’L

をlabelした脂肪emulsionにヘパリン静注後の

血漿を加えて平等電気泳動を行うと，Ci4はアル

ブミン分画に主として認められ，この辺に明澄因

子があるのではないかといっている。村上52）55）

らは炉紙電気泳動法により，蛋白分画と明澄因子

の関係を見ており，一定の傾向を示さないが，大

体アルブミン分画に多い傾向が認められるとい

う。一方Graham，54）Anfinsen，55）Inderbitzin

81）はγグロブリンにあるとしている。現在のとこ

ろでは一定の関係は会らないが明澄因子の分布に

は可成りの幅があると思われるようである。最近

HoUet＆Meng 57），本邦においては田中6）7）が

ヘパリン静注後の犬の血漿中に出現する脂血症明

澄因子を，飽和硫安を用／i liて分営を行い，6分野

に分け，野分屑に明澄因子・の存在を認めている

が，特に飽和硫安の容積比64％の第6分屑にお

いて最も強力な明澄因子を見出している。しかし

当教室の勅使河原56）の研究ではむしろ第5分屑な

どに最大の明澄作用を認めているという。いすれ

にしても，シヨツク直後の血清アルブミンの減少

は，一時的にせよ，ショックの明澄作用に悪影響

を与えるものと考えるのである。味沢58）氏はペプ

トンシヨツクの際に，ウサギの血液循環量は，王6

％減少することを認めている。このような生体内

変化82）を血液比重と水分：量からみるに，血液比重

と水分量は密接な関係にあり，田崎59），山口60）ら

は逆の相関々係にあるといい，．血液固形物質と血

液比重の間に相関々係があるとしている。このよ

うに一ufft液比重と水分量を左右する因子は，一血液固

形成分すなはち血球中の通し色素，蛋白質，塩類お

よび1血漿あるいは1血清の蛋白質，塩類の変動であ

ると考えられており，鈴木6！）は血液水分：量は環境

あるいは諸種の薬剤の注射により，増減し，かか

る変化には肝臓が大きい役割を演ずるとしてい

る。また渡辺62）は種々な混合ワクチン，環境気温

の変化が一つのstressとして作用した場合，最

初血液水分量は減少し，！血L清蛋白量は増加し，次

いで惹起する発熱時には逆に水分量は増加し，血

清蛋白量は減少する。分画においてはアルブミン

は減少し，γグロブリンは増加するとしている。

これは生体防衛反応の現れと解し，水分量の増加

はhomeostasisを維持せんとする生体反応だと

説明している。本実験において，ペプトン，ヒス

タミン，あるいはペプトン，硫酸プロタミン併用

注射いずれの場合においても，ショック後1時間

より漸次血液比重は低下し，水分量は増加し，2

時聞においては全例血液比重が低下し，逆に水分

量が増加したことは，このような薬剤注射による

シヨツクからhomeostasisを維持せんとする生

体反応の時期に一致するものと考えられるのであ

り，ショックの影響が漸次減少し，血液の状態が

正常化する時間が，ウサギにおいてはショック後

2時間と思うのである。かかる観点よりすれば，

LeQuire， Worleyのいうシヨツク後の血液低酸

”一
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素症も回復する時間と推考するのである。ウサギ

におけるペプトンショック後2時間において全例

明澄化がみられることは，ショックにより丁丁細

胞から血液中に遊出したと思はれる，内因性ヘパ

リンのために賦活された明澄因子が種々なショッ

クの影響の減弱する時間，すなはちショック後2

時間において良い成績が得られたことは容易に肯

定せられると著者は考えるのである。・ペプトンシ

ヨツク後24時間の長時間観察において，一度ショ

ック後2時間において明澄化したウサギ血清が更

に明澄化を続けるものと，逆に再び混濁するもの

があり，ヒスタミンシヨツク，ペフ。トン，硫酸プm

タミン併用注射においても同一の現象がみちれる

のである。このような現象はウサギの個体差と老

えられるのであり，またかかる明澄因子の酵素反

応においては一種の可逆反応のみられると想像さ

れるのである。Hewitt， Hayes， Gofman， Jones

et Pierce 65）80）らはウサギに強度の放射線照射の

場合，ショック状態を伴う際に，血清リボ蛋白の

多：量の減少を，超遠心法により測定し，最初の12

時間において明澄化が急速に行はれるが，これは

初期において活性因子が過剰に産生きれるがこれ

は次第に消耗し更に24時間では脂血症をみるとい

っており，同様な現象が本実験においてもみられ

ると思うのである。

 ウサギの血液はアナフイラキシーシヨツクの際

には非凝固性になる事は，Auer，64）Scott，65）

Eagle， Johnson， Rav量din 66）らは認めており，抗

トロンボゲン性物質によるとみなし，Adams 67）

はアナフイラキシーシヨツクの際におけるウサギ

の血液非凝固性物質は抗ヘパリン剤である硫酸プ

ロタミンにより中和されない点より，ヘパリンで

はなく他の因子によると述べている。Swank，

Levy 69）はヘパリンによる明澄因子の産生は，血

液非凝固性に影響するより，もっと微量，約ヲ、o

で産生されることを証明している。明澄作用には

20γ／kgで充分にして68），ホルモンの作用を思は

しめるといはれており，ラットにおいてcompo－

unCt 48／80による肥脾細胞の崩壊，脱穎粒による

ヘパリン遊離量はヒスタミン遊離量の半分にすぎ

ないときれている85）。ウサギのペフ。トンシヨツク

時遊離するヒスタミンは，前述のごとく血小板も

関与し，臓器の肥腓細胞より出るヒスタミン及び

ヘパリンは微量と考えられ，卑液凝固には関与し

ないとも考えられるのである。ヘパリンは生理的

に存在する．1血液非凝固性物質として発見されてか

ら既に久しいのであるが，その化学構造式には，

Wolfrom 70）により一・一定の式が与えられており，

Dグルコサミン，Dグルクロン酸の等モルと硫酸

からなるズルフオムコ多糖類であり，硫酸基の含

有：量が大きいために，塩基性色素とよく結合する

ことからも分るように，生体内で最も強酸性化合

物で，電気泳動により2つの部分に分れ，一：方が

硫酸を含まず，他方の硫酸の含んでいる部分に凝

固阻止作用があるとされ71），硫酸ブvタミンによ

り，この物質の荷電が中和されると，非凝固作用

が失うといはれている。Marbt 72）がグルコサミ

ンの代りにガラクトサミンの入ったものをβヘパ

リンと称し，Meyer 79）はコンドロチン硫酸とい

っており，明澄作用はなく，僅かな非凝固作用が

あるとされている。またヘパリンは抗脂血作用を

失うことなしに，血液凝固阻止作用を破壊するこ

とができるのであり75），ヘパリンの化学組成は単

一なものではなく，各種の硫酸化したムコ多糖類

の混合物と見徹されている55）68）。したがってこ

れと類似の多くの sulfated arginic acid， Dex－

trahsulfat， Treburon， sulfonic polypentose 68）

らに明澄作用がみられる。またグリコーゲン，ア

ラビヤゴム76）にも明澄作用があり，勿論前者はヘ

パリンより多量の注射時に起るのであり，これら

は血液凝固機転には何等関係なしとされている。

 動脈硬化症とコレステロール，リポプロテイン

の関係は極めて重要で，これが定量法には，近年

cohnの低温における蛋白の種々な溶解性を利用

しアこエタノール斜材法，Gofmanのリポプロティ

ン分子の比重の大きさの差を利用した超遠心法，

また電場における蛋白の移動度の差を利用した手

紙電気泳動法，およびzone electrophoresisら

を用いた多くの研究があるが77），Hebst 74）らはり

ポプnテインの上紙電気泳動を行い，蛋白，脂肪

染色により分析しており，藤田5）はcho1．投与に

よるウサギの実験的動脈硬化症の炉紙電気泳動的

研究を行い，cho1．投与によりβグロブリンとγ

グロブリンの増加，アルブミンの減少，A／G比

の減少したのが，ヘパリンあるいはヘパリンよう

物質の注射によりこの関係が正常に近ずく、ことを

認めており，また他の研究者によるとりポプロテ

・fンにおいては，βリポプロテインの増加，β／α78）
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比の増加またはβ十γ／α52）55）比の増加が正常化す

る事が報告されている。著者のペプトンシヨツク

においても同様なi現象がみられたが，ヒスタミン

シヨクあるいはペプトン，硫酸プロタミン併用注

射においては，かかる現象はみられなかった。

Stuart 75）はアナフイラキシーシヨツク時組織肥

絆細胞の崩壊が，抗ヒスタミン剤により最少限度

に阻止できると報告しており，またヒスレミンそ

のものの注射によるヒスタミンシヨツク時にはヘ

パリンは遊離しないとされているが16）本実験にお

いて抗ヒスタミン剤投与時，ペプトンショック時

の明澄化はみられなかった。またヒスタミンショ

ック時も明澄化のみえない事実は，肥絆細胞より

ヘパリンの流出しなかったことと裏書きするもの

と思うのである。

 ウサギはchol．投与により容易に動脈硬化症

（atherosclerosis）に罹るが，ネズミは罹り難い。

Constantinides 84）は両者の各臓器のメタクロマ

ジー染色により系統的に比較検i乏した結果，ウサ

ギの肥腓細胞が少く，その発育が若くヘパリンの

分泌が悪い点に帰している。Marax， Rucker，

Ruggeri＆Freeman 21）らは， Michels， Const－

antinides，その他の多くの研究者がウサギ1こは肥

腓細胞は少いと述べているけれども，これは実験

動物の種類，年令，さらにウサギの肥絆細胞の顯

粒は非常に融解し易いために，標本の固定の不完

全性による相違だとしており，実際はかなり多い

と報告している。彼らによれば，善良細胞は，胸

腺を除いてはウサギの方がネズミよりむしろ多い

のであるが，ヘパリン含有量はネズミの方が遙か

に多く，これはネズミの回議細胞はウサギに比

し，大きく且つ濃く染色されることより，メタク

Pマジー物質を多く含有するとしている。また同

一動物の臓器の組織ヘパリンと肥絆細胞の分布が

平行しない。かかる点より，体内のヘパリン分布

は，画意細胞の顯粒成分あるいは細胞より遊離し

たヘパリンの組織吸収能力に左古されるとしてい

る。恐らく組織のヘパリン含有量が動脈硬化えの

抵抗性を示す一つの要因だとしている。また凶刃

細胞は内分泌系と密接な関係があり注目されてい

る85）。

 老化現象には加令的因子の影響を受けて，肥絆

細胞の機能が低下し6）7）78），それがためにヘパリ

ンの産生が悪くなり，血清における脂質代謝異常

がみられ，動脈硬化症発生の重要な一一っの原因と

なるものと考えるのである，

 以上のごとく内因性ヘパリンにより賦活されk

明澄因子により，ウサギ脂血症の明澄・作用を実証

し得たことは，ヘパワンが他のし抗脂1血剤と異な

り，生体内個有の物質である点からしても，その

生理的意義，ならびに老化現象の一つである動脈

硬化症の予防という立揚からも，なお一一層重要な

意義があると思うのである。

         結   論

 ウサギにchol．投与後，ペフ。トンショックによ

る脂血症明澄因子の産生について実験し，次の結

果を得た。

 1．fxoフ。トンショック時，肥絆細胞は崩壊し，

血流中に遊難した内因性ヘパリンで賦活された明

澄因子により，ウサギ実験脂血症はin vivOにお

いて，シヨツク後自時間で全例明分化した。

 2． ペプトンンヨツク後2時間における明澄化

は，血液比：重，血液水分量には無関係であった。

 3． ペフ。トンシヨツク後2時問における明澄化

は，血液比重および水分量よりみれば，シヨツク

の明澄因子に及ぼす影響の減弱した時間に一致し

た。

 4． ペプトンシヨツク後2時聞における明澄化

は，抗ヘパリン剤である硫酸プロタミンにより阻

．止されアこ。

 5． ヒスタミンそのものによるシヨツクでは明

澄化はみられなかった。

 6． ペプトンシヨツク後24時間において明澄明

に一定の関係が認められなかった。

 7．血清蛋白，血浩蛋白脂質の炉紙電気泳動法

による検索の結果，ペプトンショックでは，ヘパ

リンあるいはヘパリン様物質注射時と同様の消長

がみられたが，ヒスタミンシヨツクあるいはペプ

トン，硫酸プロタミン併用注射時にはみられなか

った。

 8．本実験成績と犬におけるシヨツク時の脂血

症明澄成績との比較検討し，ペプトンシヨツク後

2時間における明澄化を理論的にも肯定される点

について論じた，

9．ショック時肥絆細胞の崩壊により游出する

ヘパリンの抗脂血作用と血液抗凝固性に関し，ヘ

パリンの化学組成より論及した，

 10． 肥絆細胞と動脈硬化症の関係について論
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じ，かつ内因性ヘパリンの意i義を老察しt’ ’。

  （本論文要旨は第21回日本血液学会に報告した。）

 稿を終るに臨み終始御懇篤なる御指導と御．校閲を賜

った恩師簑島高教授に深謝すると共に，種々御助力下

さった青島講師，小峰助手御助言を頂いた清原：講師に

感謝する。
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